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”さらに前へ!!”
鎌倉市立第一中学校

卒業式の日程
今年度の卒業式の日程は、3月１１日（水）に決定しましたのでお知らせします。

発行者：3学年職員一同

　1学期も残り3週間余りとなりました。１学期を振りかえる時期でもあります。部活動では、昨年の夏から1年間
かけて取り組んできた成果の最後の場面になります。少しでも長い時間をチームメイトと過ごしてもらいたいと思
います。悔いの残らないように、それは結果という意味でなく、自分の取り組みの集大成として頑張ってもらいた
いです。夏休みは進路モードになるかと思います。体調管理には気を付けてお過ごしください。

保護者面談
　7月2日（水）から８日（火）まで三者面談を行います。面談では、お子様を交えて、進路や学校生活の様
子などを、お話させていただきたいと思っております。日程は担任より配付しましたのでご確認ください。控
室は２階被服室です。そちらでお待ちください。よろしくお願いします。

　５月27日～29日まで大槌町での防災、遠野での民泊体験、平泉中尊寺見学をしてきました。大槌町での防災プ
ログラムでは東日本大震災についての講話やワークショップ、高台までの避難ルート体験などを行いました。遠野
での民泊体験では、18か所に分かれて、農作業や見学、食事など民泊先で思考を凝らして体験させていただきまし
た。どの民宿先もこころよくお受けいただき生徒たちは2泊3日楽しいひとときを送っていました。
　【生徒の感想】
　私は人と関わることに対して苦手意識を持っていて、民泊でも馴染めるのか緊張で楽しめ
ないのではと思っていました。しかし、実際に民泊先に着いた途端にまるで家族のように打
ち解けて不安があったとは思えないほど楽しめました。名物の料理をいただいたり、貴重な
体験をさせていただいたりなどとても思い出に残る３日間でした。　　　A組　髙橋佳穂
　
　私は修学旅行で民泊体験が一番印象に残りました。普段は受験勉強などで家族みんなで話
す時間が少ないのですが、民泊先で勉強を忘れて民泊先の方や友達とたくさん話すことで、
話すことの楽しさや温かさを改めて感じることができました。　　　　B組　杉野ほのか
　
　今回自分がいった民泊先はブルーベリーの農業を体験し、ブルーベリーの剪定をした時に
最初は少し大変でめんどくさいと思ったが、後半になるにつれ楽しさに気づき、このような
地味な作業は得意ではないと思っていたが、民泊先の人にこういう地道な作業好きなの？と
言われ得意じゃないと思いますと言ったら、新たな長所発見できたねと言われたからだ。だから今回の民泊体験を
通して自分は課題を見つけるより逆に自分の長所を見つけることができた。B組　野澤纏
　
　今回はすごく充実した旅行だと思います。なぜなら、大槌での防災学習や遠野での民泊、平泉の中尊寺金色堂な
ど様々な体験があった中で、クラスメイト全員がメリハリをつけて行動してくれたからです。
　例えば、事前に何回も言われていたルール（スマホ持ち込み禁止）を破らず、ルール内で楽しんでいたりバスの
中でガイドをしたり、民泊で各自がより農作業などを自分からやり、協力できていたことなどが記憶に残っていま
す。このように、ルール内で遊ぶことは主体的、共同的であり、非常に思い出に残りました！A組　林文蒔

修学旅行終えて

　学年の合唱曲　「大地讃頌」   A組の合唱曲　「青い鳥」    B組の合唱曲　「言葉にすれば」　に決定しま
した。第一中の合唱祭は、9月１９日（金）に鎌倉芸術館で開催を予定しています。

合唱祭の曲が決まりました。


